作者の 言葉 (『貧しき 人々 の 群』) 

宫本 百合 子 



群」 の 中で、 悲しい 兄弟よ、 と 歎息した 作者の 心情 は、 

その後 永い 歳月と 波瀾 を 経て、 社会 史的な 観点と 未来 

の 幸福の 建設の 具体的な 方向と をつ かむ ようにな つ て 

来て いる。 この 作品の 背景と なった 農村の 生活 は、 そ 

の 後、 作者の 生活の 大きな 曲り角の 一つ一つに、 背景 

となって ちらり、 ちらりと 現れて 来て いる。 「伸 子」 の 

或る 部分に。 「播州 平野」 の 或る 部分に。 それぞれ、 日 

本の 歴史の 波が、 この 農村の 生活 そのもの を も 変化 さ 

せて いる その 姿に おいて。 —— - 

わたし は、 いっか、 この 「貧しき 人々 の 群」 の 発展 

した ものと して 農村の 小説が 書いて みたい。 しんから、 
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